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長野県軽井沢泥炭の花粉分析

徳永重元＊尾上　亨＊
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Ka翻izawa　Distr置ct，Nagano　Prefecture

Shigemoto　ToKuNAGA　and　T6ru　ONo重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Many　pollen　analyses　were　done　on　some　peat　deposits　in　the　highland　of　central

Honshu，Japanブbut　the　peat　deposits　in　southern　Karuizawa　are　not　studied　yet・

　　　The　pollen　analyses　are　done　on　the　peat　deposits　in　the　district　and．the　deposits　are

studied　paleobotanically．The　thickness　of　the　peat　is　under　one　meter　and　many　fbssil　pollen

and　spores　are　fbund　in　the　pea，t。Generally，conifヒr　pollen　is55－87％，the　broadleaved　tree

pollen　is6－22％and　monocotyledonous　plant　pollen　is6－19％oftotal　occurrence．

　　　The　differences　of　local　occurrence　of　pollen　flora　are　remarkable，and　in　the　central

part　of　the　district，po11ens　of　fir　and　pine　are　abundant，but　in　the　southem　part，Tsuga　gra－

dually　increases．

　　　The　components　ofpollen　floras　in　the　peat　show　the　mountain　fbrest　zone，and　in　the

background　of　the　district，the　subalpine　fbrest　flourished，It　is　considered　that　the（listinct

great　dif£erence　ofclimate　between20，000years　ago　and　recent　is　not　recognized．

まえがき

　わが国の本州中部地方の山岳部には，いわゆる高層湿

原が点在し，そのうちでも尾瀬沼や蓼科高原などの湿原

は，以前から花粉分析研究の対象となっている．

　これら研究の目的は主として第四紀の古気侯の解明に

おかれている．

　筆者らはかねてこれら湿原の形成の過程を花粉化石群

の構成変化から捉えるということに関心をよせてきた

が，たまたま昭和猛年9月，当所応用地質部産業地質課

が行なっていた長野県南軽井沢地域の第四紀軟弱地盤の

地質工学的研究に筆者らも参加することができたので，

同地域に分布する泥炭層の花粉学的研究を行なった．

　研究の目的とするところはもちろん泥炭層の形成時の

環境を古植物学的に明らかにすることにあったが，それ

とともにわが国の花粉分析研究では未だほとんど行なわ

れていないところの花粉化石群の水平的（地域的）変化

をまとめてみようとしたことと，化石をできる限り種の

段階にまで鑑定し，古植生的考察を行なおうとしたこと

である．

　これらは一応実施できたが，今後もこれらの方法によ

　＊燃　料　部

資解析は必要と考える。

1．調査範囲および期間

　今回調査を行なったのは，長野県北佐久郡軽井沢町南

軽井沢地域で，東西4km，南北4km，計16km2にわた

る，信越線南側の平坦な湿原あるいは草原地域である，

　第1図に示したように地域内にはほぼ中央部に雲場川

が流れ，東方にある矢ケ崎川とともに西へ走っている。

これらの川の岸には泥炭層が露出し，試料は②から⑧に

至る間の位置から採取された．

　その他の地表は，別荘地開発・ゴルフ場等の建設のた

め好露出は失われ，花粉分析用の試料採取は不可能であ

った．

　調査期間は昭和44年9月12目から16目までの5日間で

ある．

2．分析方法

　試料である泥炭は10grをとり，10％水酸化加里（K

OH）処理後，氷酢酸で洗い，さらにアセトリシス液に

よって処理を行なった．

　その後ふたたび10％KOHで処理，残渣は重液にて

選別後標本として作成した．
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第1図　試料採取位置図

全般的には2，3の試料以外は，花粉・胞子化石の含

有は良好であった．

3．試料採取

南軽井沢における花粉分析用試料は，第1図のように

9カ所におV・て採取したが，それらのうちLoc．No。1は

当所で行なった試錐，No・9は表土（腐植土）であるの

で除外した．

Loc・No・2～No。8の地点においては，泥炭層は10～

30cmの炭丈を示すも宇野沢・坂本ら（1972）の研究に

よれば，Loc・3とLoc・8の泥炭層はほぼ同層準，その他

の地点における試料採取の層位は，これらとは層位的に

1～3mの範囲内にある．

　泥炭層の分布は，調査結果によれば第2図に示したよ

うに，東部の矢ケ崎方面で最も厚く上下2層に分けら

れ，層厚40cmをこえる．

　しかし中央部の成沢（Loc・3）方面では10～20cmと

なり，炭質泥岩に変わるところが多く，さらに西方雲場

川下流方面では薄化するもののようである．Loc。2では

質が炭質泥岩と変わる．

　また南部のゴルフ場造成地（Loc・7，8）方面において

は，泥炭層あるいは黒色粘土層の発達があり，層厚は20

cm前後となる，このように南軽井沢高原の泥炭発達地

では，東から南へかけ肥厚部が存在すると考えられる．

　泥炭の層序上の位置は，いずれも軽石質砂の上位，別

の軽石層の下位に大体相当するが，火山活動の一時期に

沼沢地が形成されたことを物語っている．

　以上の地点から採取した試料は，各地点ごとに1コの

平均試料を作り，これを分析した．従って泥炭層の形成

過程における気候変遷を細かく捉えるということより
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第2図試料採取地点地質柱状図

も，泥炭形成時の植生の水平的な変化を捉えてみようと

した．

　このような古植生の地域的な変化を概括的に捉えるこ

ころみは，ソ連シベリアの泥炭層においてよく行なわれ

ているが，わが国では垂直的植生変化のみに重点がお牟

れており，今回のような地域的変化を表示する例はほと

んどなかった．

　地史の変遷をやや巨視的にみて変化性を捉えること

は大局を見誤らぬうえでも必要であり，宇野沢・坂本ら

（1972）による軽井沢堆積盆地の地史変遷もこの点から

有益なデータを提示している．

　花粉分析された各試料中における化石の産出頻度につ

いては，各試料についてプレパラート3枚づつを作った

第1表　花粉・胞子化石含有傾向

ので・その1枚中にみいだされる花粉・胞子の数によっ

て相互を比較し含有傾向を差別した．

　すなわちA（多産）　試料中に200個以上の化石がみ

　　　　　　　　　いだされる．

　　　　C（普通）　50～200個

　　　　R（稀）　　50個以下

　この基準によって表示された内容は第1表に示してあ

る．

　ざらに各地点における花粉・胞子化石群の内容は第2

表に示した．

・瓢
　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

R：＜50

採　取　場　所

　レイモンド氏邸
　成　　　　　　　　　沢

　晴　山　ゴ　ル　フ　場

　矢　　ケ　崎　橋　　下

　ゴ　ル　フ　場　入　口

　道　路　開　発　現　場

　大ゴルフ場造成地
G：50－200　A：＞200

傾　　向

Loc．は第1図参照．

R
C
A
A
c
A
A

　　　　　　4．花粉分析結果の考察

　第1，2表に示してあるように，Loc・4，5などの北東

部，Loc・7，8などの南部における泥炭中には花粉・胞子

化石がよく含まれているが，西部の雲場川にそったLoc・

2，3にはわずかしか含まれていない．試料採取位置から

考えると堆積盆地の縁にそった地域に多く含有されてい

る傾向がみられる．

　次に第2表に示した花粉・胞子化石群の内容をみる

と，Loc・3，4においては，内容的に針葉樹・広葉樹相互

の花粉の含有割合はきわめてよく類似しており，近接地

域における花粉群構成に差のないことを示しているとい

えよう，

　またLoc・6，7，8など堆積盆地の東から南へかけての

花粉・胞子群は，針葉樹花粉77～87％をふくみ，L・c・3，婆

におけるよりも若干多く，互いに類似している．
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　　第2表花粉・胞子化石産出表

fbssils
Loc．No．

　一～
GYMNOSPER．MAE
　　Abiesモミ属

　　Larix　カラマツ属

　　Picea　トウヒ属

　　丑z碧α漉∂675⑳あα　コメツガ

　　丁賜9α5露60露漉5　　ツガ

　　Pinus　マツ属

　　Cryptomeriaスギ属
　　Inaperturopollenites

ANGIOSPERMAE
Dicotyledoneae

　　3α」魏躍6hα1ぎ碗5露　オノエヤナギ

　　Sα1魏加舷o　バツコヤナギ

　　Sα」魏SPP。　ヤナギ属

　　雌痂α一9α16　ヤチヤナギ

　　Pterocarya　サワグルミ属

　　Alnusハンノキ属
　　B6枷彪gプ055α　　ミズメ

　　B誘ガαspp．　カバノキ属

　　Cαψ勉鰐緬雇βoγα　アカシデ

　　Cαψ伽雛ブψo疵oα　クマシデ

　　CorylUSハシバミ属
　　Castanea　クリ属

　　Fagus　ブナ属
　　　（～解7躍55θγ驚如　コナラ

　　　⑳876鷹ρh沼∫7磁o嘱65　ウバメガシ

　　Qμercus（evergreen）　コナラ属（常緑）

　　Qluercus（deciduous）　コナラ属（落葉）

　　　Celtisエノキ属

　　UlmUS　ニレ属
　　　Zelkova　ケヤキ属

　　　Chenopodium　アカザ属

　　　Cercidiphyllum　カツラ属

　　　Aquifoliaceae　モチノキ科

　　　11ex　モチノキ属

　　　Acer　カエデ属

　　　Eurya？　ヒサカキ属

　　　AraHa　タラノキ属

　　　Angelica　シシウド属

　　　Cornus　ミズキ属

　　　Ericace乱etypeA　シヤクナゲ科A型

　　　EricaceaetypeB　シヤクナゲ科B型

　　　MenyanthesP　ミツガシワ属

　　　Plantago　オオバコ属

　　　Compositae　キク科

　　　Tricolpopollenites

2

1

1

1

1
1

1

3

3

30

4
2
2
3

26

2
5

5
1
2

1
1

1

1

1
1
1

2

2
2

2
1
1

1

4
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fbssiIS
Loc．No．

　　Stephanocolpopollenites

　　Periporopollenites

　　Tricolporopollenites

　　Triporopollenites

Monocotyledoneae

　　Poaceae（Gramineae）　イネ科

　　Carex　スゲ属

　　Lilium？　ユリ属

　　Monocotyledoneae？

　　Inaperturopo11enitestypeA

　　Inaperturopollenites　type　B

　　Inaperturopollenites　type　C

　　Monocolpopollenites　type　A

　　Monocolpopollenites　type　B

　　Polyadopollenites

PTERIDO：PHYTA
　　EquisetumP　トクサ属

　　Selaginella　イワヒバ属

　　Lygodium　カニクサ属

　　Polypodiace翫etypeA　ウラボシ科A型

　　PolypodiaceaetypeB　ウラボシ科B型

　　Monolete

　　Triplanosporites

　　Trilete

　　Inapertisporites（Fungi）

　　Dicellaesporites（Fungi）

　　Multicellaesporites（Fungi）

　　Sphagnum　ミズゴケ属
Concentricytes

Tota1

2

4

2
1
1

2
5

8

5

39

3

1

3
2

2
15

3

1

2
1

1

133

4

1

2

4
9
2
1
1

1

1
6

1
5

200

5

1

3

2
1

8
20

21

5
1

10

21

2

9
1

3
2

200

6

1

1

1

2

79

7

1

1

1
2
2
6
2

1

2
13

1
5
1
1

200

8

5
2

1

3

200

第3表　花粉・胞子化石構成表 （％）

種類
Loc．No．

花

粉

胞子

針葉樹類
広葉樹類

単子葉類
主として羊
歯類

3

55．7

21．8

18．7

4

68．6

15．O

lO．0

5
l　l．5

35．8

30．0

6

83．6

6．3

6，3

718
　　一　’一
77．1　86．O

l4．0　7．0

7．0　4．0

3・86・422・73・8Lgl3・0

　ただここで注目されるのはLoc・5（矢崎橋下）の泥炭

中の花粉・胞子群で，その構成が全くことなることであ

り，花粉学的にみるときは他の泥炭層とは別の層位にあ

ると考えたい．この矢ケ崎方面の泥炭層と他地域のもの

との対比は今後検討する必要がある．

　とくに針葉樹花粉が11％程度にすぎずまた羊歯植物の

胞子が22％強含まれている．

　これらの内容を平面的に表示したのは第3図である．

この扇形図表につV・てみると：Loc・5が他の内容と著しく

ことなっていることがわかる．

　次に第2表に示した花粉・胞子化石群の内容を概観す

ると，全般的に針葉樹類は55～87％をしめ優占的であ

り，広葉樹類は6～22％，単子葉類は6～19％の含有構

成を示している．

　さらに針葉樹類の花粉の構成を解析すると最も全般的

に優勢なのはAbies（モミ属）であり，花粉学的に検討

した結果オオシラビソ・シラベ等が多いと考えられる．

　またPinus（マツ属）にっV・ては，各試料中モミにっ
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花粉・胞子化石群地域変化図

いで多くみいだされるが，形態上からみて，アカマツが

多く，若干のハイマツが含まれる．

　その他カラマツのほか，ツガ属の花粉がかなり各試料中

にみいだされ，これらは明らかにコメツガ（T∫撹9α4舵7－

5⑫伽）とツガ（T5妨oJ菰）に区別され，全般的にはコメ

ツガが多い．またこれらツガの分布は，南部に至るほど

顕著となり，Loc．7で針葉樹類中の18％に達する．

　その他Picea（トウヒ属）があり，またInaperturopol－

lenites（無孔型）花粉としたものの中にはThしUa（クロ

ベ属），Juniperus（イブキ属L　Chamaecyparis（ヒノキ

属）が含まれると思われる．

　トウヒ属のものはLoc・5をのぞいた他地点でわずかに

みいだされる．これら針葉樹類花粉構成は第4図に示し

た．

　被子植物双子葉類の花粉ではヤナギ・ヤマモモ・サワ

グルミ・カバノキ・コナラ等の属のものが目立ち，単子

葉類では無孔型花粉，羊歯植物においてはウラボシ科

（Polyp・cliaceae）の胞子の産出が顕著である．

　なお第2表中にシャクナゲ科（Ericaceae）でA型とし

たのは4集粒型で大型のものであり，全長径55μ以上・

B型はそれ以下のものとした．無孔型の花粉中では，A

型＝60μ以上の大形，B型：50μ前後，C型：30μ以下

等にわけた．

　またウラボシ科の胞子で表面に突起等多くあるものは

A型，表面平滑のものをB型とした．

　また単子葉類のMon・colpopollenites（単満型）では

不透明大形のものはA型，透明平滑のものをB型として

いる．

　菌類の胞子につV・ては室の数によってlnapertisp・rites

（単室型），Dicellaesporites（2室型），Multicellaesporites

（多室型）にわけてある．

　この地域の古植生については，宇野沢・坂本らによる
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長野県軽井沢泥炭の花粉分析（徳永重元。尾上　亨）
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第4図　針葉樹花粉構成地域変化図

第4表　針葉樹花粉化石相互比較表　　（％）

Abies　モミ

Larix　カラマツ

Picea　　トウヒ

Tsuga　ツガ

Pinus　マツ

Inap．　無孔型
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定）されている．

花粉分析によるこのLoc・4の花粉産出の構成はPicea

8％でLarixはみとめられなかった．従って，宇野沢・

坂本らによる古気候の判定が現在よりさほど寒くなかっ

たとする意見にっいても異論はみいだされない．

　年代測定によりこの含化石炭質泥層は約2万年前とさ

れているので，主として1万年前後の問題を取扱ってい

る花粉学的研究にとっては重要な資料である．

むすび
と，筆者らのLoc・4の泥炭質シルト含化石層よりTsuga，

Abies，Picea，Larix，RumexおよびMenyanthesが報告

されてV・るがLar馬Rumex，Menyanthes以外のものは

この産地から花粉としても産出している，さらにこのう

ちのPicea属はヒメバラモミ（P206αc£窺ακ珈oω26z22）と，

ヒメマツハダ（P魏召c£Sh∫郷αω姻と鑑定（鈴木敬治鑑

今回の花粉分析の結果，約2万年前の軽井沢低湿地帯

は，モミ属（主としてオオシラビソ・シラベ等）とマツ

属（主としてアカマツ）樹林が繁茂し，南部にはツガ

属，さらにヒメバラモミ・ヒメマツハダ等からなる針葉

樹林が存在していた．従って湿地帯には夏緑樹林が，周

辺後背地には亜高山帯の植生があった．
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　花粉分析の結果によるとオオシラビソ・シラビソ・コ

メツガ等によって代表される亜高山帯の典型的な構成が

示され，現在の環境とは大葦がないと考えられる。

　また泥炭の地域的な差異は，堆積相ばかりでなく，こ

れを構成したと考えられる樹木の内容にも地域差のある

ことが推定できる．

　今後は泥炭の花粉学的研究を行なう際，垂直変化とと

もに水平的・地域変化も研究すると興味ある結果が把握

できよう。
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